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生産技術・加工技術・設備・製品開発・工業所有権

製糸・バルブ・時計・オルゴール・カメラ・顕微鏡・プリント基板・プリンター・半導体・電子部品機器　等々
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技術
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１９５０（昭和２５）
１９５２（昭和２７）
１９５４（昭和２９）

オルゴール量産体制確立
ダイヤルゲージ製造開始
２眼レフカメラ発売
「ヤシカフレックス」

１９５０～６０年代

１９５１（昭和２６）

１９５２（昭和２７）

１９５３（昭和２８）

１９５４（昭和２９）

機械金属工業創業多数
「東洋のスイス」
専用自動機「針切自動機」
「ウオーム切断機」完成
専用自動機「櫛割自動機」
「溝先取自動機」完成
専用自動機
「ピーターマン自動機」完成
技術者養成所開設
ダイカストマシン導入
金型製作

昭和10年代 昭和20年代明　治 大　正

１９３９（昭和１４）
１９４０（昭和１５）
１９４２（昭和１７）
１９４３（昭和１８）
１９４４（昭和１９）

沖電気
帝国ピストンリング
東京発動機
東京芝浦電気、
高千穂光学
第二精工舎

１９４２（昭和１７）
１９４６（昭和２１）
１９４７（昭和２２）
１９４８（昭和２３）

（有）大和工業設立
真空管の生産開始
鋳造バルブの生産開始
オルゴール試作
第一号機完成

日本初の35mm判カメラ
「オリンパス35I」発売

戦後、諏訪工場で生産
「クロームシックス」

１９１９（大正８）バルブ・
コック
製造販売

１８７２（明治５ ）
１８７９（明治１２）
１９０９（明治４２）

近代製糸工場設置
小規模工場数１９４
製糸生産量世界一

※1

※1～※3の写真は“ふるさとの歴史「製糸業」”より転用

※2 ※3

１９３５頃～（昭和１０年代）工場疎開 １９７６（昭和５１）
１９７８（昭和５３）

１４０弁オルゴール開発
ＦＤＤ開発
オートフォーカス
８ミリカメラ発売

１９７８（昭和５３）順送金型による
冷間鋳造加工技術の確立

１９７０（昭和４５）
１９７０頃（昭和４５頃）
１９７２（昭和４７）
１９７３（昭和４８）

１９７４（昭和４９）

水質汚濁防止法と公害防止設備の導入
自動化・省力化の推進
真空熱処理炉の導入
熱間鋳造によるバルブ素材成形法の確立
NCワイヤーカット放電加工機導入
２Ｓオルゴール一貫生産Line完成
磁気ヘッド部品組立自動化Line稼働
青銅バルブ自動組立ライン完成

１９６５（昭和４０）

１９６９（昭和４４）

スルーホールプリント配線板製造工程技術開発
NC工作機械の導入
スルーホールプリント配線板の開発
多層基板の開発
ワイヤーカット放電加工機導入

１９７０（昭和４５）

１９７１（昭和４６）

１９７３（昭和４８）

１９７４（昭和４９）

クシ刃形NC旋盤発表
ブラシレスモーター生産開始
デジタルクロック生産開始
磁気カードリーダー、データレコーダー生産開始

液晶表示式デジタルクオーツウォッチ商品化
世界最小最軽量の35mm一眼レフカメラ発売
サウンド８ミリカメラ開発

制御回路内蔵マイクロモーター開発
世界の名機CONTAX復活「ＲＴＳ－１」発売

１９６６（昭和４１）

１９６７（昭和４２）
１９６８（昭和４３）

１９６９（昭和４４）

金スルーホール基板製造
磁気ヘッド生産開始
ダクタイル鋳鉄バルブ開発
電子ガバナモーター生産開始
ミニプリンター発売

デジタルタイマー生産開始
ローソクの灯一本で「Electro35」発売

クオーツウォッチ商品化

昭和30年代

１９５５（昭和３０）

１９５７（昭和３２）
１９５８（昭和３３）

自製自動組立用コンベア稼働
オルゴールのコンベアによる
本格量産開始
プラスチック射出成型機導入
時計部品機械加工に自動旋盤大量導入

１９５５（昭和３０）

１９５７（昭和３２）

１９５９（昭和３４）

世界初ワイド専用
３５ミリカメラ発売
８ミリシネレンズ生産開始
８ミリカメラ生産開始
小型モーター生産開始
自動巻腕時計発売
EEカメラ生産開始
フィルムコンデンサ生産開始
タイムスイッチ生産開始
８ミリ用小型モーター生産開始
ACモーター生産開始

１９６０頃（昭和３５頃）
１９６０（昭和３５）
１９６２（昭和３７）

形彫り放電加工機導入
オルゴールフレーム加工専用機導入
「３次元自動立フライス盤」
「自動多軸タップ盤」完成

１９６０（昭和３５）

１９６１（昭和３６）

１９６２（昭和３７）

１９６３（昭和３８）

テープレコーダー用小型モーター生産開始

ハーフサイズEEカメラ発売

プリント配線板製造
テープレコーダー
（オープンリール）生産開始
卓上小型水晶時計
「クリスタルクロノメーター」完成
プリンティングタイマー完成

１９９５（平成７）

１９９６（平成８）

１９９７（平成９）

８０弁高級ディスクオルゴール発売
液晶ガラス基板搬送用ロボット開発
ＤＶＤ用光ピックアップ開発
S-BGA開発
スマートメディアカード生産
APSカメラ発売
フォトマッハジェットプリンター発売
デジタルカメラ普及版発売

１９９８（平成１０）

１９９９（平成１１）

ＨＤＤ用オイル動圧軸受モーター開発
カラーレーザープリンター発売
ＣＳＰ（ＣhipSizePackage）生産
DVD-ROM/プレーヤー用
光ピックアップ発売
自動発電式時計開発

１９９７頃（平成９頃）情報ネットワーク技術の普及一般化「IT革命」 超精密冷間鍛造用高剛性プレス機開発
金型による超精密微細形状成形技術が実用化
DTF開発・実用化

太陽光発電技術への取り組み
●「ソーラパネル」の生産

ハイテク医療関係分野での研究開発

●補助人工心臓
●携帯型薬液注入器
●人工心肺装置
●動脈血管弾力指数検出血圧計
●痛み評価検出システム

１９９３（平成５）
１９９３頃（平成５頃）

セル生産方式の導入進む
微細加工技術の推進

１９８０（昭和５５頃）

１９８２（昭和５７）
１９８３（昭和５８）
１９８４（昭和５９）

産業用ロボットの導入
超精密切削技術の推進
CAD/CAMシステムの導入
メカデッキ組立ロボット稼動
炭酸ガスレーザー加工機導入

昭和60年代

２００１（平成１３）力センサ内蔵微細穴加工機発売 ２０１０（平成２２）国産初、
体内植込み型補助人工心臓
製造販売承認

２０００（平成１２）
２００２（平成１４）

１９９１（平成３）
１９９３（平成５）
１９９４（平成６）

世界最軽量超小型３５ミリカメラ発売
ACサーボモーターシステム発売
P-BGA開発
カラーインクジェットプリンター発売
液晶マルチプロジェクター発売
スキャナ用空気動圧軸受モーター生産

１９８０（昭和５５）

１９８２（昭和５７）

１９８３（昭和５８）
１９８４（昭和５９）

ＣＯＢ（ChipOnBoard）の開発
コンピューター用プリンター発売
プラスチックレンズの開発
メカデッキ生産開始
ＦＤＤ用磁気ヘッド開発
回転リバース磁気ヘッド生産開始
ハンドヘルドコンピューター発売
液晶テレビウォッチ発売
自動焦点一眼レフカメラ発売
水平多関節型組立ロボット製造販売
液晶ポケットカラーテレビ発売
毛髪健康診断装置（QTIC）開発
インクジェットプリンター発売

１９８５（昭和６０）

１９８７（昭和６２）
１９８９（平成１）

FA（ファクトリーオートメーション）技術の推進
多層板の積層量産化
黄銅ボールバルブ自動組立ライン完成
カード基板用
超光沢ニッケル／硬質金めっきライン確立

１９８５（昭和６０）

１９８６（昭和６１）

１９８７（昭和６２）
１９８８（昭和６３）

１９８９（平成１）

３Ｓオルゴール生産開始

デラックスオルゴール生産開始
３．５インチＦＤＤ開発
光ピックアップユニット開発
世界初の生活防水カメラ
ＰＣ９８互換機発売
自動巻発電クオーツウォッチ発売
光ファイバー高速凸球面研磨機開発
ジェネシス発表

スマートカード生産
液晶ビデオ
プロジェクター発売

SUWA Technology History過去から未来へ【諏訪圏「技術の変遷」】

昭和40年代 昭和50年代 平成 平成10年代 平成20年代

茅野市発足
諏訪精工舎設立

１９５８（昭和３３）
１９５９（昭和３４）

トランジスタラジオ発売開始
国連加盟
東京でアジア球技大会、東京タワー完成
メートル法実施

１９５５（昭和３０）
１９５６（昭和３１）
１９５８（昭和３３）
１９５９（昭和３４）

OPEC発足、カラーテレビ放送開始（日本）、所得倍増計画策定
黒四ダム完成
東海道新幹線開通
東京オリンピック開幕

１９６０（昭和３５）
１９６３（昭和３８）
１９６４（昭和３９）

松本・諏訪地区新産業指定都市に指定１９６４（昭和３９）
世
の
中
の
出
来
事

長野県・諏訪圏

全国・世界

長野県の器械製糸全国一となる
長野市内に電灯ともる
中央東線岡谷まで開通
中央本線全通

１８９７（明治３０）
１８９８（明治３１）
１９０５（明治３８）
１９１１（明治４４）

和文タイプライター発明
ラジオ放送開始

１９１５（大正４）
１９２５（大正１４）

日露戦争
国産機初飛行に成功

１９０４-０５（明治３７-３８）
１９１１（明治４４）

プロ野球始まる（日本）
日中戦争開始
太平洋戦争開始

１９３４（昭和９）
１９３７（昭和１２）
１９４１（昭和１６）

終戦
6.3制発足

１９４５（昭和２０）
１９４７（昭和２２）

テレビ放送開始（日本）１９５３（昭和２８）

片倉館竣工
岡谷市発足、釜口水門完成
諏訪市発足

１９２８（昭和３）
１９３６（昭和１１）
１９４１（昭和１６）

湖上花火大会開催
信州大学開校

１９４９（昭和２４）
１９５０（昭和２５）

岡谷市・諏訪市が工場誘致条例を制定１９５３（昭和２８） 信州博開催１９９３（平成５）

東西ドイツ統一
湾岸戦争
CS通信衛星

１９９０（平成２）
１９９１（平成３）
１９９２（平成４）

長野自動車道全線開通
新計量法施行
インターネットフィーバー本格化
阪神淡路大震災

１９９３（平成５）

１９９４（平成６）
１９９５（平成７）

上越自動車道小諸更埴間開通
長野新幹線開通
長野冬季オリンピック開幕

１９９６（平成 ８ ）
１９９７（平成 ９ ）
１９９８（平成１０）

ＤＴＦ研究会発足
長野県テクノ財団諏訪テクノレイクサイド地域センター設立
第1回諏訪圏工業メッセ開催
NPO諏訪圏ものづくり推進機構設立

２０００（平成１２）
２００１（平成１３）
２００２（平成１４）
2005（平成１７）

リーマンショック
小惑星探査機「はやぶさ」帰還
東日本大震災
地上放送の完全デジタル化

2008（平成20）
2010（平成22）
2011（平成23）
2011（平成23）

BSデジタル放送開始
9.11アメリカ同時多発テロ

２０００（平成１２）
２００１（平成１３）

NHK衛星放送本放送
天安門事件
ノートブックパソコン登場
消費税導入

１９８９（平成元）

やまびこ国体 県下各地で開催１９７８（昭和５３） ビーナスライン全線開通
中央線塩嶺トンネル貫通

１９８１（昭和５６）
１９８２（昭和５７）

自動車生産台数世界一
日米貿易摩擦
中央道西宮線諏訪ルート開通

１９８０（昭和５５）

１９８１（昭和５６）

CDプレーヤー発売開始
５００円硬貨発行
パソコン普及１００万台突破
東京ディズニーランド開園

１９８２（昭和５７）

１９８３（昭和５８）

中央道長野線の岡谷トンネル開通
岡谷JCS ・岡谷I.C間開通
長野自動車道「岡谷・松本間開通」

１９８５（昭和６０）
１９８６（昭和６１）
１９８８（昭和６３）

8ミリビデオ商品化
つくば科学万博
ファミコンブーム

１９８５（昭和６０）ビートルズ来日
IC電卓生産開始
ポケットベル実用化
アポロ11号月面着陸

１９６６（昭和４１）
１９６７（昭和４２）
１９６８（昭和４３）
１９６９（昭和４４）

インテルi4040発表、大阪万博開催
列島改造ブーム、ドルショック
沖縄返還、浅間山荘事件
札幌冬季オリンピック開幕

１９７０（昭和４５）
１９７１（昭和４６）
１９７２（昭和４７）

円の変動相場制移行
第一次石油危機
IC完全自由化

１９７３（昭和４８）

１９７４（昭和４９）

ビデオデッキ発売
5mm厚ポケット電卓開発
第二次石油危機

１９７５（昭和５０）
１９７６（昭和５１）
１９７９（昭和５４）

特急「あずさ」運転開始１９６６（昭和４１）

コードレス電話自由化
超伝導フィーバー

１９８７（昭和６２）


